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市
民
の
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
現

在
は
午
後
も
診
察
を
し
て
い
る
。

収
益
増
の
た
め
、
再
来
年
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
医
療
入
院
を
10

床
導
入
す
る
。

西
根
病
院
駐
車
場
で
、
救
急　
　
　

車
を
呼
ん
だ
事
例
が
あ
る
よ　
　
　

う
だ
が
、
救
急
体
制
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

医
療
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

診
察
に
検
査
資
料
は
欠
か
せ

な
い
が
、
検
査
技
師
不
足
で
そ

の
際
に
対
応
で
き
か
ね
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
事
態
で
あ
る
。

今
後
は
、
退
職
し
た
検
査
技
師

か
ら
応
援
を
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

指
定
管
理
を
再
指
定

　
27
年
12
月
議
会
で
指
定
し
た
㈱
だ
ん

ぶ
り
の
指
定
辞
退
に
伴
い
、
八
幡
平
産

業
振
興
㈱
に
再
指
定
し
た
も
の
で
す
。

３月定例会

西根病院午後の外来再開
平舘の下水道完成数年後

●会期　２月25日～３月２５日(３０日間)

平成28年度一般会計予算の採決

今回は
市長提出議案　45件
議員提出議案　７件
請願・陳情　　３件

※賛成＝○、反対＝●、欠席＝欠　工藤直道議長は採決に加わりません。

平成2８年第１回定例会　賛否の分かれた議案などの採決結果
　　　　　　　　議 員 名　

 議案番号・件名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
工
藤　
隆
一

田
村　
善
男

畠
山　
　
康

井
上　
辰
男

立
花　
安
文

大
森　
力
男

渡
辺　
義
光

工
藤　
　
剛

遠
藤　
公
雄

古
川　
津
好

小
野
寺
昭
一

田
村　
　
孝

山
本　
　
榮

髙
橋　
　
守

髙
橋　
悦
郎

関　
善
次
郎

大
和
田
順
一

髙
橋　
光
幸

米
田　
定
男

北
口　
和
男

伊
藤　
一
彦

議　案
第９号

市道路線の廃止及
び認定に関し議決
を求めることにつ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

議　案
第36号

平成28年度八幡平
市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決

請　願
第７号

ＴＰＰの情報公開
とＴＰＰからの撤
退・調印中止を求
める請願

（平成27年継続分）

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 採択

請　願
第１号

安全保障関連法を
廃止し、憲法９条
を守ることを求め
る請願

● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 不採択

発議案
第６号

Ｔ Ｐ Ｐ か ら の 撤
退・批准中止を求
める意見書

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ 原案可決

【
議
案
第
32
号
】　
八
幡
平
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

早期完成が待たれる平舘中心街

【
議
案
第
31
号
】　
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
西

根
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

西根病院の待合室

再指定された安代林業センター

Ｑ

ＱＡ

　 

西
根
病
院
へ
繰
り
出　

    
 

し
１
億
２
千
万
円

　
　
　

病
院
収
益
が
落
ち
て
い
る
。　

午
後
の
外
来
診
察
を
止
め
た

こ
と
も
原
因
で
は
な
い
か
。

　
　
　

内
科
医
が
欠
員
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
予
約
診
療
に
し
た
。

【
議
案
第
8
号
】　
安
代
林
業
セ
ン
タ
ー

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ＱＡ

Ａ

 

下
水
道
整
備
は

 

大
更
駅
東
側
優
先

　
　
　

　
　
　

西
根
バ
イ
パ
ス
開
通
後
に
、

平
舘
中
心
街
の
下
水
道
接
続

工
事
が
再
開
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
た
。
大
更
駅
東

地
区
が
優
先
さ
れ
る
事
業
の

進
め
方
は
ど
う
し
て
か
。

　
　
　

病
院
建
設
等
の
関
係
で
、
来

年
度
の
予
算
措
置
は
大
更
主

体
で
あ
る
。
平
舘
の
工
事
も

進
め
る
が
、
完
成
に
数
年
か

か
る
予
定
で
あ
る
。
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西
根
病
院
建
設
の
進
捗
状
況

用
地
取
得
、
造
成
工
事
予
定

地
方
創
生
実
行
へ
の
決
意

　
　
果
敢
に
取
り
組
み
た
い

市
道
兄
川
安
比
線
の
拡
幅

地
熱
業
者
と
協
議
を
し
た
い

地域医療の中心として40年間動き出す大更駅前整備で定住化に車両交差が出来ない兄川安比線

大
おお

和
わ

田
だ

順
じゅんいち

一 議員

（新政クラブ）

田
た

村
むら

善
よし

男
お

 議員

（八起会）

田
村
議
員　
平
成
31
年
度
完
成

予
定
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
る
病
院
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　
平
成
28
年
度
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
引
き
続
き
建
築
設

計
業
務
を
行
い
各
種
認
可
を
経

て
用
地
取
得
、
開
発
に
伴
う
造

成
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

能
力
意
欲
の
向
上
は

田
村
議
員　
行
政
改
革
や
機
構

改
革
に
よ
り
職
員
の
定
数
が
減

少
す
る
中
で
、
能
力
や
意
欲
を

さ
ら
に
伸
ば
し
向
上
さ
せ
る
人

事
評
価
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
平
成
28
年
４
月
か
ら
全

職
員
対
象
に
能
力
評
価
及
び
業

績
評
価
を
実
施
し
、
職
員
の
成

果
や
業
績
を
向
上
さ
せ
て
い
き

た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
市
へ
の
影
響

田
村
議
員　
大
筋
合
意
を
受
け

市
に
お
い
て
の
大
き
な
影
響
が

考
え
ら
れ
る
が
所
感
は
。

市
長　
今
後
と
も
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

農
家
、
農
業
団
体
な
ど
の
不
安

を
払
拭
で
き
る
よ
う
情
報
提
供

に
努
め
、
国
な
ど
の
関
係
機
関

に
必
要
な
対
策
を
要
望
し
て
い

き
た
い
。

専
門
委
員
会
設
置
は

田
村
議
員　
矢
巾
町
の
い
じ
め

を
苦
に
自
殺
し
た
問
題
を
受
け

い
じ
め
対
策
専
門
委
員
会
の
設

置
が
必
要
と
思
う
が
考
え
は
。

教
育
長　
い
じ
め
の
問
題
は
ど

の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
と
い

う
考
え
の
も
と
事
態
が
発
生
し

て
か
ら
で
は
遅
く
、
あ
ら
か
じ

め
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

大
和
田
議
員　
地
方
創
生
の
柱

と
な
る
人
口
減
少
対
策
と
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
る
。
実
行
に
む
け

て
の
決
意
を
伺
う
。

市
長　
地
方
創
生
で
の
計
画
の

総
合
戦
略
に
よ
る
事
業
の
企
画

立
案
、
推
進
は
地
域
戦
略
係
を

新
設
し
て
各
施
策
担
当
係
と
連

携
を
図
り
、
市
民
と
の
情
報
共

有
に
努
め
人
口
減
少
対
策
に
果

敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の　

早
期
推
進
を　
　
　

大
和
田
議
員　
地
方
創
生
推
進

の
た
め
自
主
財
源
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
財
源
確
保
と
産
業
振

興
面
か
ら
農
業
委
員
会
、
商
工

会
か
ら
も
推
進
要
望
が
出
て
い

る
が
考
え
は
。

市
長　
産
業
振
興
面
か
ら
の
効

果
は
認
識
し
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
支
援
サ
ー
ビ
ス
代
行
業

務
委
託
を
本
予
算
に
計
上
し
、

商
工
会
や
観
光
協
会
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
推
進
し
た
い
。

働
く
場
の
確
保
は

大
和
田
議
員　
市
内
新
卒
者
の

市
外
流
出
を
最
小
限
に
し
、
若

者
移
住
促
進
を
含
め
雇
用
、
就

業
環
境
確
保
の
取
組
み
を
伺
う
。

市
長　
市
内
企
業
の
就
業
情
報

発
信
と
、
新
規
就
農
者
等
支
援

事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
推
進
や
起
業
を
目
指
す
起
業

市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、

市
内
企
業
へ
の
就
業
支
援
と
と

も
に
就
業
の
場
の
拡
充
に
努
め

た
い
。

関
議
員　
安
比
地
区
の
地
熱
発

電
設
置
工
事
が
始
ま
る
と
、
資

材
運
搬
等
の
大
型
車
両
が
頻
繁

に
往
来
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ

こ
で
市
道
兄
川
安
比
線
は
車
道

幅
が
４
・
５
㍍
と
狭
い
た
め
車

両
同
士
の
交
差
は
容
易
で
な
い
。

夏
は
自
然
の
景
観
と
自
然
に
触

れ
合
う
た
め
に
数
多
く
の
車
両

が
往
来
す
る
。
ま
た
、
市
道
は

国
有
林
内
の
た
め
、
大
型
木
材

運
搬
車
両
も
随
時
通
行
す
る
が
、

大
型
車
両
同
士
が
交
差
す
る
事

が
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
国

の
策
で
行
わ
れ
る
地
熱
発
電
工

事
で
あ
る
の
で
、
本
格
的
工
事

に
着
手
す
る
前
に
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
市
道
の
拡
幅
工
事

を
発
注
元
に
打
診
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
又
全
線
拡
幅
工
事
が

無
理
で
あ
れ
ば
部
分
的
拡
幅
工

事
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
発
電
事
業
者
の
調
査
が

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
業
者
と

協
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
、
搬

入
ル
ー
ト
の
具
体
的
な
対
策
と

発
電
事
業
関
係
車
両
の
通
行
を

踏
ま
え
協
議
検
討
を
し
た
い
。

関
議
員　
新
規
就
農
者
支
援
事

業
と
し
て
、
市
の
制
度
が
３
年
、

国
の
制
度
が
５
年
間
と
の
説
明

だ
が
、
農
産
物
の
生
産
技
術
を

身
に
付
け
る
に
は
、
年
に
一
度

の
生
産
体
験
の
た
め
長
期
間
の

体
験
が
必
要
で
あ
る
。
３
年
か

ら
５
年
で
な
く
技
術
が
身
に
付

く
ま
で
支
援
を
行
っ
て
は
。

農
政
課
長　
期
間
終
了
後
に
つ

い
て
は
金
銭
的
な
こ
と
で
は
な

く
、
普
及
セ
ン
タ
ー
と
農
協
で

指
導
は
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
あ
る
程
度
規
模

が
拡
大
し
て
く
れ
ば
認
定
農
業

者
協
議
会
等
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
支
援
指
導
し
て
い
き
た
い
。

関
せき

善
ぜん

次
じ

郎
ろう

 議員

（自由クラブ）


